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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは校正済みです
と、次のやうにお書きになりました。


日出（い）づる
處（ところ）の天子、書を日
沒（ぼつ）する處の天子にいたす、つつがなきや。


隋の國王は、眞赤になつて怒つたさうですが、しかし、わが國のこの意氣に押されたのか、それとも、わが國のやうすを探らうとしたのか、
答禮（たふれい）の使節をよこしました。太子がこれを堂々とお迎へになつたことは、申すまでもありません。
飛鳥（あすか）の都から難波の港へ通じる大道をお造りになつたのも、隋の使節をあつといはせるためでありました。このころ、
東亞（とうあ）の國々で、これほど威光を示した國は、日本だけであります。太子は、その後も、使節につけて學生や僧をおつかはしになり、支那のいろいろのことについて、
硏究（けんきう）させるやうになさいました。







拡大
Clip

 夢殿 
かうして、わが國の政治も、よほど改つて來ましたので、太子は、最後に、國史の本をお作りになりました。國がらを後世に傳へ、外國にも知らせようと、お考へになつたからでありませう。まもなく太子は、まだ四十九歳といふ
御（おん）年で、おなくなりになりました。國民はみな、親を失つたやうに、なげき悲しみました。

今、
奈良（なら）の西南
斑鳩（いかるが）の里に、法隆寺の
堂塔（だうたふ）が、なだらかな山々を背














「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Textbook_of_Japanese_History_for_Elementary_School_on_1943_vol_1.pdf/25&oldid=149781」から取得


		カテゴリ: 	切り抜き画像
	校正済




	





	案内メニュー

	
		

	
		個人用ツール
	

	
		
			ログインしていません
	トーク
	投稿記録
	アカウント作成
	ログイン


		
	



		
			

	
		名前空間
	

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	



			

	
	
		日本語
	
	
		
		

		
	



		

		
			

	
		表示
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	



			

	
	
		その他
	
	
		
		

		
	



			

	検索

	
		
			
			
			
			
		

	




		

	

	

	
		
	

	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	



	

	
		ツール
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	




	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	



	

	
		他言語版
	

	
		
		

		

	










		 このページの最終更新日時は 2019年12月30日 (月) 16:03 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		
	






